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日　時　2010 年 9 月10 日（金）
場　所　京都線　桂車庫
参　加　京都府警・京都市消防署
内　容　鉄道テロに備え、警察・消防との合同による情報伝達ならびに避難誘導訓
　　　　練及び救急救命訓練を実施し、緊急事態発生時の体制を磐石にすることを
　　　　目的に実施しました。

5 -1-1 本部合同訓練

◎北摂地域消防本部との合同訓練
　日　時　2010 年 6 月 29 日（火）　
　場　所　宝塚線　平井車庫
　参　加　豊中市･高槻市･箕面市･吹田市･池田市･茨木市･摂津市･川西市･島本町･豊
　　　　　能町･猪名川町の各消防本部
　内　容　沿線の消防本部や消防局に対して、救助活動中の安全対策や車両の知識
　　　　　について講義を行った後、合同で事故復旧訓練を実施しました。

◎兵庫県立広域防災センター内　兵庫県消防学校
　日　時　2010 年10 月12 日（火）　
　場　所　兵庫県立広域防災センター
　参　加　兵庫県消防学校
　内　容　兵庫県立広域防災センター内にある当社寄贈車両を使用して、列車事故
　　　　　に対応するための車両の基礎教育や車両機器の取扱い等の実技指導を
　　　　　実施しました。

◎京都市消防学校
　日　時　2011年 3 月 7 日（月）
　場　所　京都線　桂車庫
　参　加　京都市消防学校
　内　容　救助活動中の安全対策や車両の知識について講義を行った後、合同で事
　　　　　故復旧訓練を実施しました。

5 -1-2 地域別訓練

警察及び消防との合同訓練5 -1

鉄道事故等と再発防止

◎安全考学室
2009 年 5 月、運転士や車掌を育成する教習所に、過去の事故を学ぶ「安全考学室」を設けました。２００９年度
は当社の営業開始から100 年を迎え、さらに、1984 年の六甲事故より25 年となる節目の年でもあったことから、
社員でプロジェクトチームを結成して設立しました。2 年間で 5,500 名以上の見学者が訪れ、過去の事故から運転
保安に関する各システムや規程が構築された背景を学び、業務に活かしています。輸送の安全に関わる社員及びグルー
プ社員全員の見学を目指すとともに、学習する場として社員に開放しています。
また、2011 年度は、当社の過去の重大事故の歴史とその事故の背景やその事故によって制定された規程やマニュ
アルを学ぶため、展示内容の見直しを実施する予定です。

・六甲事故（1984年5月5日発生）　
事故当時、山陽電鉄と当社は、相互直通運転（列車と乗務員）
を実施しており、山陽電車は六甲駅まで乗り入れていました。
事故は、山陽回送列車が阪急特急車の通過待ちをすべきところ、
山陽運転士が錯覚してＡＴＳを解除し、六甲駅 4 号線の停止信
号を冒進したため、通過しようとした阪急の特急車が衝突して
脱線したものです。この事故により73 名の重軽傷者を出しまし
たが、負傷した当社の運転士（右下側写真）が迅速に反行防護（対
向列車を停止させるための措置）にあたったことから、対向列
車が衝突する二次災害を免れました。
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